
　大学入学共通テストの導入が大きな社会的注目を集め
ています。英語民間試験の導入と国語・数学における記
述式問題の採用が「改革」の目玉とされてきましたが、
高校生や高校教師が中心となって地域や経済力による格
差を指摘する中で、英語民間試験は必須のことではなく
なりました。国語・数学における記述式問題については
文部科学省が 61 億円でベネッセに採点業務を委託する
ことになりましたが、学生アルバイトも利用しての採点
で公正・公平を保つことができるのかという疑問が噴出
しています。英語について、京都大学は民間試験の成績
を「出願資格」の判断に利用するとしていましたが、そ
の方針に問題はなかったのか、考えてみる必要がありま
す。11 月 29 日 ( 金 ) には各国立大学が 2021 年度入試
の変更点を改めて公表することになっています。京都大
学はどのような判断をすべきでしょうか？
　そもそもなぜ、このような入試「改革」がおこなわれ
たのでしょうか？導入をめぐる手続きはどのようなもの
だったのでしょうか？英語を「話す」「書く」能力や思
考力を養成することが大切だとして、それを実現するた
めに本来ならばどのような入試改革が望ましいのでしょ
うか？
　講師としてお招きする羽藤由美先生（京都工芸繊維大
学教授、応用言語学）は、国会でも参考人として意見陳
述され、「国立大学は若者を犠牲にすることに加担する
な̶迷走を続ける英語入試改革の現状」（『岩波書店　科
学』2019 年 9 月）などの論考を発表されています。
Twitter では「絶望の極みは、入学者選抜の実施主体で
ある大学の教職員の多くがこの問題に無関心であるこ
と」とつぶやかれてもいます。たとえ遅ればせながらで
も、「無関心」を克服し、実施主体としての責任を感じ
ることのできる場としたいと思います。
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オープン企画
どなたでもご自由にご参加できます
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京都工芸繊維大学 教授
( 応用言語学 )

11月25日
本部キャンパス 総合研究２号館

3階北側 法科第2教室
https://goo.gl/maps/pVspa8b5swvsXmhg9
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入場無料・事前予約不要
普段のミニ講義は、お昼休みに 15 人前後の組合員が集い、
昼食をとりながら教員組合員の研究の話題を聴くというスタ
イルで実施しています。「オープン企画」は、広い意味で組
合活動と大学の社会的信用にかかわる問題について、組合員
の方はもちろん、組合未加入の教職員、学生、市民どなたで
も参加できます。たくさんの方のご来場をお待ちしています
（「オープン」という趣旨を生かすために組合未加入の方を勧
誘したり、お名前をうかがったりはいたしません）。
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